
≪１日目≫WEB配信

区分 科　目 目的 内容

高齢 障がい 児童（保育所・児童館・
放課後児童健全育成事業）

１．第三者評価の理念と
　　基本的な考え方

第三者評価事業の理念や基本的な
考え方を理解する。

第三者評価事業について、その必要性や行政によ
る指導監査との違い等について講義するととも
に、あわせて福祉制度の動向等について解説を行
う。また、医療機能評価や、ISO等、関連分野に
おける評価制度の動向ならびにその考え方に関す
る講義を行う。

２．第三者評価の全体像
第三者評価事業の動向や「評価調
査者養成研修」の位置付け等を理
解する。

第三者評価事業の目的や制度の概要に関する講義
を行うとともに、本研修の位置付けならびに評価
調査者養成研修の位置付け等について解説を行
う。

75分
３．評価調査者の役割と
　　倫理

評価調査者として守るべき倫理
や、訪問調査時の留意点を理解す
る。

第三者評価事業における評価調査者の役割につい
て講義するとともに、評価調査者として守るべき
倫理や、求められる調査時の姿勢等に関する講義
を行う。

165分
４（前半）．
　　第三者評価基準の
　　理解と判断のポイント

共通４５項目大阪府における第三
者評価基準の考え方を理解すると
ともに実際の第三者評価の方法を
習得する。

福祉サービス第三者評価基準の各項目についてそ
の考え方や基準策定の意図等に関する講義を行
う。また、実際の第三者評価における判断のポイ
ントについても講義により習得する。

≪２日目≫　※研修分野毎にWEB配信

区分 科　目 目的 内容

高齢 障がい

WEB配信 WEB配信

300分
４（後半）．
　　第三者評価基準の
　　理解と判断のポイント

大阪府における第三者評価基準の
考え方を理解するとともに実際の
第三者評価の方法を習得する。

福祉サービス第三者評価基準の各項目についてそ
の考え方や基準策定の意図等に関する講義を行
う。また、実際の第三者評価における判断のポイ
ントについても講義により習得する。

高齢福祉分野
評価調査者

障がい福祉分野
評価調査者

（保育）児童福祉分野
評価調査者

（児童館）制度解説・基準解説

（放課後児童健全育成事業）制度解説
大阪健康福祉短期大学　子ども福祉学科
教授　代田　盛一郎　氏

（放課後児童健全育成事業）
基準解説評価機関連絡会　代表幹事

60分
５．利用者調査の方法等
　　について

第三者評価における利用者調査の
位置付けを正しく理解するととも
に、その方法を学ぶ。

第三者評価における利用者調査の位置付けや意
義、その結果の取扱い、さらには実際の利用者調
査の方法等について講義を行う。

高齢福祉分野
評価調査者

障がい福祉分野
評価調査者

（保育）児童福祉分野
評価調査者

60分
演
習

（

講
義
）

６．書面（事前）審査の
　　着眼点

書面（事前）審査の目的や具体的
な方法を理解・習得する。

書面（事前）審査の必要性・目的、ねらいについ
て解説を行うとともに、実際の方法についてグ
ループごとに「事例研究」を実施する。

※児童館・放課後児童健全育成事業については、制度解説・評価基準の解説のみ実施します。

≪３日目≫WEB配信　※研修分野毎にWEB配信

区分 科　目 目的 内容

６0分
【高齢】４（後半）．
　　第三者評価基準の
　　理解と判断のポイントの復習

大阪府における第三者評価基準の
考え方を理解するとともに実際の
第三者評価の方法について復習す
る。

福祉サービス第三者評価基準の各項目についてそ
の考え方や基準策定の意図等に関する講義を行
う。また、実際の第三者評価における判断のポイ
ントについても講義により復習する。

60分
【障がい】４（後半）．
　　第三者評価基準の
　　理解と判断のポイントの復習

大阪府における第三者評価基準の
考え方を理解するとともに実際の
第三者評価の方法について復習す
る。

福祉サービス第三者評価基準の各項目についてそ
の考え方や基準策定の意図等に関する講義を行
う。また、実際の第三者評価における判断のポイ
ントについても講義により復習する。

60分
【児童】４（後半）．
　　第三者評価基準の
　　理解と判断のポイントの復習

大阪府における第三者評価基準の
考え方を理解するとともに実際の
第三者評価の方法について復習す
る。

福祉サービス第三者評価基準の各項目についてそ
の考え方や基準策定の意図等に関する講義を行
う。また、実際の第三者評価における判断のポイ
ントについても講義により復習する。

≪４日目≫集合研修　令和７年８月２１日（木）※予定 【場所】大阪府咲州庁舎　４４階　大会議室　※予定

区分 科　目 目的 内容

13：15～13：30

1３：30～16：40 190分
演
習

7．効果測定と解説
「基礎的研修課程Ⅰ」
「基礎的研修過程Ⅱ」の
理解度を図る。

「基礎的研修課程Ⅰ」「基礎的研修過
程Ⅱ」で学んだ内容について効果測定
を行い、間違いやすいポイントについ
て解説を行う。

≪５日目≫集合研修　令和７年８月２５日（月）※予定 【場所】大阪府教育会館 たかつガーデン　※予定

区分 科　目 目的 内容

9：30～10：00

10：00～11：30
12：30～16：00

300分
演
習

8．訪問調査の着眼点
訪問調査における各第三者評
価基準の評価判定方法、その
着眼点を理解する。

訪問調査における第三者評価基準の評価判定
方法、着眼点についてグループにより課題演
習、事例検討を行う。

≪６日目≫各施設にて施設実習を実施　※予定

区分 科　目 目的 内容

1２: 00～17：00
（予定）

約３０0分
実
習

9（前半）．実習Ⅰ

実際に施設（事業所）を訪問、調
査を行うことによって具体的な第
三者評価の方法・技術を習得す
る。

「協力施設（事業所）」を訪問、実際に調査を行
うことにより、インタビュー技術等について実習
を行うとともに、訪問調査時の留意事項を学ぶ。

≪施設実習後（６日目～７日目）≫WEB配信

区分 科　目 目的 内容

WEB配信 ３０分
実
習 ９（後半）．実習Ⅱ

実習Ⅰの内容を受けて、第三者評
価結果のとりまとめについて具体
的な手法を習得する。

訪問調査の結果に基づいて評価調査者間で合議を
行い、最終的な第三者評価結果をとりまとめると
ともに、報告書の作成について実習により実際の
技術を学ぶ。

≪７日目≫集合研修　令和７年１１月２８日（金）※予定 【場所】大阪府教育会館 たかつガーデン　※予定

区分 科　目 目的 内容

9：30～10：00

１０：０0～1３：００
1４：０0～16：３０

３３０分
総
括 １０．まとめ

実習の成果に基づいて評価調
査者として求められる技術や
態度等についてあらためて理
解を深める

各グループにてとりまとめた演習の成果を発
表し、講師からの講評を行う。特に、書面調
査・訪問調査を実施する上での留意事項や評
価調査者としての姿勢をあらためてふり返
る。

時　間 講師名

受付

東大阪大学　こども学部こども学科
教授　　潮谷　光人　氏

評価機関連絡会　代表幹事
（障がい福祉分野評価調査者）

高齢福祉分野評価調査者

児童福祉分野評価調査者

講師名

東大阪大学　こども学部こども学科
教授　　潮谷　光人　氏

東大阪大学　こども学部こども学科
教授　　潮谷　光人　氏

評価機関連絡会　代表幹事
（障がい福祉分野評価調査者）

高齢福祉分野評価調査者

児童福祉分野評価調査者

時　間

評価調査者

WEB配信

講師名

高齢福祉分野評価調査者

障がい福祉分野評価調査者

受付

15分 WEB配信（ご挨拶） 大阪府福祉部地域福祉推進室地域福祉課
（養成研修委託元）

講師名

基
礎
的
研
修
課
程
Ⅰ

105分

時　間

評価機関連絡会　代表幹事

児童福祉分野評価調査者

児童（保育所・児童館・放課後児童健全育成事業）

時　間 講師名

講師名

基
礎
的
研
修
課
程
Ⅱ

WEB配信

時　間

受付

時　間

WEB配信

時　間

東大阪大学　こども学部こども学科
教授　　潮谷　光人　氏

ま
と
め

【別紙３】令和７年度「福祉サービス第三者評価調査者」養成研修　研修カリキュラム

時　間 講師名

東大阪大学　こども学部こども学科
教授　　潮谷　光人　氏

WEB配信


